
 

  
調 査 の 内 容 

● 調査対象者  18歳以上の北足立郡内(13市1町)に在住する市町民 
● 対 象 人 数  1,760人 
● 抽 出 方 法  令和6年9月1日時点の住民基本台帳から無作為抽出（人口比に基づき

各自治体の抽出数を決定後、年齢構成比、性別比に応じて抽出） 
● 調 査 方 法  郵送配布・回収、インターネット回答、無記名回答 
● 調 査 期 間  令和6年10月1日～10月31日（前回調査は令和元年に実施） 
● 回 収 結 果  回収数 580件 回収率 33.0％ 
● 市町別抽出数 さいたま市700件、川口市310件、鴻巣市60件、上尾市120件、 

草加市130件、蕨市40件、戸田市70件、朝霞市70件、志木市40件、 
和光市40件、新座市90件、桶川市40件、北本市30件、伊奈町20件 

「そう思う」が36.0％と、「そ

うは思わない」の16.6％を大き

く上回っている。また、「どち

らともいえない」は42.2％と最

も高くなっている。 

前回調査と比較すると、ほぼ同

様の傾向となっている。 

◆ 日本の社会には、人権にかかわるいろいろな問題がありますが、あなたが特に関心をお持ちのものを 
選んでください。（○は３つまで） 

「インターネットによる人権侵

害」が61.2％と最も高く、次い

で「女性に関する人権」が40.

7％、「子どもに関する人権」が

36.0％と続いている。 

前回調査と比較すると、「子

どもに関する人権」が8.7ポ

イント、「障害（がい）者に

関する人権」が5.7ポイント

減少している。 

◆ 今の日本は、基本的人権が尊重されている社会であると思いますか。（○は１つ） 

36.0 

42.2 

16.6 

4.8 

0.3 

40.4 

38.3 

16.2 

4.5 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらともいえない

そうは思わない

わからない

不明・無回答

単数回答

今回(n=580) 前回(n=938)

(209)

(379)

(245)

(359)

(96)

(152)

(28)

(42)

(2)

(6)

40.7 

36.0 

27.2 

35.9 

5.7 

4.0 

18.6 

2.9 

61.2 

21.9 

3.1 

2.4 

41.2 

44.7 

30.9 

41.6 

5.4 

1.8 

16.7 

3.8 

56.4 

21.3 

2.3 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

女性に関する人権

子どもに関する人権

高齢者に関する人権

障害（がい）者に関する人権

同和問題（部落差別）

アイヌの人々に関する人権

外国人に関する人権

エイズウィルス感染者・ハンセン病患者の人権

インターネットによる人権侵害

性的指向の異なる人・性同一性障害者の人権

その他

不明・無回答

複数回答

今回(n=580) 前回(n=938)

(236)

(386)

(209)

(419)

(158)

(290)

(208)

(390)

(33)

(51)

(23)

(51)

(108)

(157)

(17)

(36)

(355)

(529)

(127)

(200)

(18)

(22)

(14)

(20)



 

 

  

◆ 女性に関する事柄で、人権上、特に問題があると思われるのはどのようなことですか。（○は３つまで） 

◆ 子どもに関する事柄で、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。（○は３つまで） 

28.8 

63.1 

54.7 

50.9 

17.2 

10.0 

32.8 

2.6 

3.4 

2.2 

35.0 

68.2 

60.0 

43.2 

16.1 

18.6 

26.8 

2.2 

2.1 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

言うことを聞かない子どもに保護者がしつけのつもりで体罰を加えること

保護者が子どもに対して身体的、心理的に虐待すること

子ども同士が「暴力」、「仲間はずれ」、「無視」などのいじめをすること

いじめをしている子どもや、いじめられている子どもを見て見ぬふりをすること

学校や就職先の選択等について大人が子どもの意思を尊重しないこと

教師が子どもに体罰を加えること

児童買春・児童ポルノ等

わからない

その他

不明・無回答

複数回答

今回(n=580) 前回(n=938)

(167)

(328)

(366)

(640)

(317)

(563)

(295)

(405)

(100)

(151)

(58)

(174)

(190)

(251)

(15)

(21)

(20)

(20)

(13)

(13)

「保護者が子どもに対して身体的、心

理的に虐待すること」が63.1％と最も

高く、次いで「子ども同士が『暴

力』、『仲間はずれ』、『無視』など

のいじめをすること」が54.7％、「い

じめをしている子どもや、いじめられ

ている子どもを見て見ぬふりをするこ

と」が50.9％と続いています。 

前回調査と比較すると、「いじめをし

ている子どもや、いじめられている子

どもを見て見ぬふりをすること」が7.7

ポイント増加、「児童買春・児童ポル

ノ等」が6.0ポイント増加、「教師が子

どもに体罰を加えること」が8.6ポイン

ト減少、「子ども同士が『暴力』、

『仲間はずれ』、『無視』などのいじ

めをすること」が5.3ポイント減少、

「保護者が子どもに対して身体的、心

理的に虐待すること」が5.1ポイント減

少している。 

49.7 

45.9 

62.2 

18.1 

14.8 

6.9 

10.0 

12.8 

4.7 

5.7 

4.0 

3.6 

42.3 

51.9 

65.8 

23.8 

20.4 

-

7.8 

13.2 

5.4 

7.7 

2.6 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

男は仕事、女は家庭など、男女の固定的な役割分担意識や無意識の思い込み

（アンコンシャス・バイアス）があること

昇給昇進時の男女差や、責任ある仕事を任せてもらえない、妊娠、出産等を

理由に不利益な扱いを受ける（マタニティ・ハラスメント）など、

職場において女性であることを理由とする待遇の差があること

育児、家事、介護等を男女が共同で担うことができる社会システムが整備

されていないこと

夫やパートナーから暴力をふるわれること（ドメスティック・バイオレンス）

職場等で性的嫌がらせをされること（セクシュアル・ハラスメント）

性や身体のことを自分で決め、守ることができる権利（リプロダクティブ・

ヘルス／ライツ）の意識が浸透していないこと

売春・買春

女性のヌードがアダルトサイトやビデオ、ＤＶＤ、雑誌などにおいて商品化

されていること

女性だけが「奥様」、「婦人」、「未亡人」と言われること

わからない

その他

不明・無回答

複数回答

今回(n=580) 前回(n=938)

(288)

(397)

(266)

(487)

(361)

(617)

(105)

(223)

(86)

(191)

(40)

(-)

(58)

(73)

(74)

(124)

(27)

(51)

(33)

(72)

(23)

(24)

(21)

(20)

「育児、家事、介護等を男女が共同

で担うことができる社会システムが

整備されていないこと」が62.2％と

最も高く、次いで「男は仕事、女は

家庭など、男女の固定的な役割分担

意識や無意識の思い込み（アンコン

シャス・バイアス）があること」が

49.7％、「昇給昇進時の男女差や、

責任ある仕事を任せてもらえない、

妊娠、出産等を理由に不利益な扱い

を受ける（マタニティ・ハラスメン

ト）など、職場において女性である

ことを理由とする待遇の差があるこ

と」が45.9％と続いている。前回調

査と比較すると、「男女の固定的な

役割分担意識や無意識の思い込みが

あること」が7.4ポイント増加、

「職場において女性であることを理

由とする待遇の差があること」が6.

0ポイント減少、「夫やパートナー

から暴力をふるわれること（ドメス

ティック・バイオレンス）」が5.7

ポイント減少、「職場等で性的嫌が

らせをされること（セクシュアル・

ハラスメント）」が5.6ポイント減

少している。 



 

 

◆ 障がい者に関する事柄で、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。（○は３つまで）  

 

  

◆ 高齢者に関する事柄で、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。（○は３つまで） 

「悪徳商法や振り込め詐欺に

よる高齢者の被害が多いこ

と」が54.3％と最も高く、次

いで「情報がひとり暮らしの

高齢者に十分につたわらない

こと」が37.1％、「介護制度

が十分でないこと」が36.9％

と続いています。 

前回調査と比較すると、「働

ける能力を発揮する機会がな

いこと」が5.8ポイント減少

している。 

31.4 

54.3 

21.0 

14.8 

36.9 

37.1 

9.8 

28.3 

4.3 

4.8 

0.7 

37.2 

51.0 

22.0 

19.5 

40.0 

37.7 

13.9 

31.7 

3.8 

2.8 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

働ける能力を発揮する機会がないこと

悪徳商法や振り込め詐欺による高齢者の被害が多いこと

病院での看護や福祉施設での対応が十分でないこと

高齢者を邪魔者扱いし、高齢者の意見や行動を尊重しないこと

介護制度が十分でないこと

情報がひとり暮らしの高齢者に十分につたわらないこと

家族が高齢者の世話を避けること

道路の段差解消、エレベーターの設置その他の高齢者が暮らしやすい街

づくりや住宅づくりが進んでいないこと

わからない

その他

不明・無回答

複数回答

今回(n=580) 前回(n=938)

(182)

(349)

(315)

(478)

(122)

(206)

(86)

(183)

(214)

(375)

(215)

(354)

(57)

(130)

(164)

(297)

(25)

(36)

(28)

(26)

(4)

(10)

65.3 

34.3 

23.8 

12.4 

12.9 

22.6 

23.3 

11.2 

8.6 

10.9 

1.4 

2.8 

68.6 

40.5 

22.0 

11.4 

14.5 

18.0 

34.8 

11.6 

9.3 

9.0 

2.3 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

障害（がい）または障害（がい）者についての理解が十分でないこと

就職活動や職場において不利な扱いを受けること

施設サービスが十分でないこと

在宅サービスが十分でないこと

病院や施設で本人の意思に反して自由を制限したりすること

知的障害（がい）者、精神障害（がい）者等で判断能力が十分でない者

に財産管理等経済生活をめぐる権利侵害があること

道路の段差や、駅や建物の段差などにより、外出に支障があること

スポーツ、レクリエーション、文化・芸術活動への参加の機会が少ないこと

結婚の際、周囲から反対を受けること

わからない

その他

不明・無回答

複数回答

今回(n=580) 前回(n=938)

(379)

(643)

(199)

(380)

(138)

(206)

(72)

(107)

(75)

(136)

(131)

(169)

(135)

(326)

(65)

(109)

(50)

(87)

(63)

(84)

(8)

(22)

(16)

(24)

「障害（がい）または障害

（がい）者についての理解

が十分でないこと」が65.

3％と最も高く、次いで「就

職活動や現場において不利

な扱いを受けること」が34.

3％、「施設サービスが十分

でないこと」が23.8％と続

いている。 

前回調査と比較すると、

「道路の段差や、駅の建物

の段差などにより、外出に

支障があること」が11.5ポ

イント減少、「就職活動や

現場において不利な扱いを

受けること」が6.2ポイント

減少となっている。 



 

 

◆ あなたは、住宅や生活環境を選ぶ際に、同和地区であった場合、避けることがあると思いますか。 
（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ 同和問題に関する事柄で、特に問題があると思うのはどのようなことですか。（○は３つまで） 

「結婚の際、周囲から

反対を受けること」が

63.5％と最も高く、次

いで「就職において不

利な扱いを受けるこ

と」が47.9％、「日常

生活の中で近所付き合

いなどの交際を避けら

れること」が44.1％と

続いている。 

24.3 

20.9 

19.8 

11.4 

22.4 

1.1 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

まったく気にしない（避けない）

どちらかといえば気にしない（避けることはない）

どちらかといえば避ける

避ける

わからない

不明・無回答

単数回答

今回(n=263)

(64)

(55)

(52)

(30)

(59)

(3)

47.9 

63.5 

44.1 

27.8 

23.2 

25.5 

6.5 

4.6 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就職において不利な扱いを受けること

結婚の際、周囲から反対を受けること

日常生活の中での近所付き合いなどの交際を避けられること

職場で不利な扱いや差別的な待遇を受けること

学校の中で友だちから仲間はずれやいじめなどを受けること

インターネット上に差別を助長する表現が掲載されること

わからない

その他

不明・無回答

複数回答

今回(n=263)

(126)

(167)

(116)

(73)

(61)

(67)

(17)

(12)

(2)

「まったく気にしな

い（避けない）」が

24.3％と最も高く、

次いで「わからな

い」が22.4％、「ど

ちらかといえば気に

しない（避けること

はない）」が20.9％

と続いている。 



 

 

  

◆ 日本に居住している外国人に関する事柄で、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 
 （○は３つまで） 

◆ インターネットに関する事柄で、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。（○は３つまで） 

「他人の身元を暴いたり、誹

謗中傷する表現を掲載するこ

と」が80.9％と最も高く、次

いで「個人情報が流出してい

ること」が40.9％、「出会い

系サイト、ＳＮＳなどが犯罪

を誘発する場となっているこ

と」が39.8％と続いている。 

前回調査と比較すると、「イ

ンターネットを利用した悪徳

商法の被害が起こっているこ

と」が7.4ポイント増加、

「個人情報が流出しているこ

と」が11.8ポイント減少して

いる。 

80.9 

26.2 

39.8 

8.1 

21.6 

40.9 

39.5 

2.9 

1.7 

3.4 

77.3 

25.6 

42.9 

11.7 

21.3 

52.7 

32.1 

4.4 

1.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他人の身元を暴いたり、誹謗中傷する表現を掲載すること

差別を助長する表現を掲載すること

出会い系サイト、ＳＮＳなどが犯罪を誘発する場となっていること

捜査対象となっている未成年者の実名や顔写真を掲載すること

わいせつ画像や残虐な画像など、有害な情報を掲載すること

個人情報が流出していること

インターネットを利用した悪徳商法の被害が起こっていること

わからない

その他

不明・無回答

複数回答

今回(n=580) 前回(n=938)

(469)

(725)

(152)

(240)

(231)

(402)

(47)

(110)

(125)

(200)

(237)

(494)

(229)

(301)

(17)

(41)

(10)

(9)

(20)

(21)

33.4 

20.5 

10.2 

22.1 

40.9 

3.3 

26.6 

3.8 

16.9 

16.0 

5.3 

2.9 

40.0 

26.5 

14.6 

25.6 

39.0 

4.2 

31.3 

4.5 

14.8 

16.3 

3.2 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

就職活動や職場において不利な扱いを受けること

年金制度などの福祉政策が、日本人と同じように適用されないこと

選挙権がないこと

アパートなどの住宅を容易に借りることができないこと

習慣等が違うので、地域社会で受け入れられにくいこと

結婚の際、周囲から反対を受けること

病院や公共施設に十分な外国語表記がないのでサービスが受けにくいこと

お店やレストランなどで十分なサービスが受けにくいこと

いわゆるヘイトスピーチが公然と行われていること

わからない

その他

不明・無回答

複数回答

今回(n=580) 前回(n=938)

(194)

(375)

(119)

(249)

(59)

(137)

(128)

(240)

(237)

(366)

(19)

(39)

(154)

(294)

(22)

(42)

(98)

(139)

(93)

(153)

(31)

(30)

(17)

(32)

「習慣等が違うので、地域社会

で受け入れられにくいこと」が

40.9％と最も高く、次いで「就

職活動や職場において不利な扱

いを受けること」が33.4％、

「病院や公共施設に十分な外国

語表記がないのでサービスが受

けにくいこと」が26.6％と続い

ている。 

前回調査と比較すると、「就職

活動や職場において不利な扱い

を受けること」が6.6ポイント

減少、「年金制度などの福祉政

策が、日本人と同じように適用

されないこと」が6.0ポイント

減少となっている。 

 



 

 

 

 

 

◆ 今後、市町が人権問題の解決に向けて、取り組むべきことについて、あなたのお考えに近いものはどれですか。
 （○は３つまで） 

「人権侵害を受けた人

を救済する制度の充

実」が37.9％と最も高

く、次いで「社会的に

弱い立場にある人に対

する支援、救済策の充

実」が37.8％、「幼児

期から、多様な個性を

認めあえる教育の推

進」が37.4％と続いて

いる。 

前回調査と比較する

と、ほぼ同様の傾向と

なっている。 

◆ 性的マイノリティ(LGBTQ等)の人権に関する事柄について、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 
（○は３つまで） 

「性的指向について差別的

な言動をされること」が34.

3％と最も高く、次いで「本

人の承諾なしに、その人の

性自認や性的指向を他人に

話すこと（アウティン

グ）」が31.0％、「同性パ

ートナーとの関係を認める

法律や制度の整備が十分で

ないこと」が30.3％と続い

ている。 

29.1 

34.3 

31.0 

9.7 

11.9 

15.5 

19.1 

16.9 

6.4 

30.3 

17.6 

2.8 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40%

家族・友人などに理解が得られないこと

性的指向について差別的な言動をされること

本人の承諾なしに、その人の性自認や性的指向を他人に話

すこと（アウティング）

申込用紙等に、特に必要がない性別の記入欄を設けること

性別で区別された制服や設備が利用しにくいこと

同性同士のペアに対しアパートの賃貸契約を拒否すること

学校や職場で嫌がらせやいじめを受けること

就職、仕事等で不当な扱いを受けること

普段の会話で「男らしい人」「女らしい人」といった表

現をすること

同性パートナーとの関係を認める法律や制度の整備が十分

でないこと

わからない

その他

不明・無回答

複数回答

今回(n=580)

(169)

(199)

(180)

(56)

(69)

(90)

(111)

(98)

(37)

(176)

(102)

(16)

(17)

14.7 

26.4 

37.9 

15.7 

20.9 

37.4 

37.2 

7.6 

37.8 

1.9 

5.2 

2.4 

3.1 

14.5 

29.6 

41.6 

18.0 

23.8 

38.1 

39.0 

9.7 

42.0 

0.1 

4.2 

1.2 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

広報活動の推進

相談体制の充実

人権侵害を受けた人を救済する制度の充実

情報の収集・提供の充実

国、県、市町村、民間団体等の関係機関による連携と一

体的な啓発の推進

幼児期から、多様な個性を認めあえる教育の推進

学校における人権教育の推進

人権にかかわりの深い職業に従事する人に対する人権啓

発の充実

社会的に弱い立場にある人に対する支援、救済策

の充実

必要ない

わからない

その他

不明・無回答

複数回答

今回(n=580) 前回(n=938)

(85)

(136)

(153)

(278)

(220)

(390)

(91)

(169)

(121)

(223)

(217)

(357)

(216)

(366)

(44)

(91)

(219)

(394)

(11)

(1)

(30)

(39)

(14)

(11)

(18)

(23)


